
五
月
四
日
（
火
）

みどりの日
ひ

（配　膳　図） ひとくちメモ

五
月
三
日
（
月
）

憲法
け ん ぽ う

記念日
き ね ん び

五
月
六
日
（
木
）

〇ふりかけ

五
月
五
日
（
水
）

こどもの日
ひ

　ふりかけの起源
きげん

をたどれば鎌倉
かまくら

時代
じ だい

の頃
ころ

には既
すで

に魚肉
ぎょにく

を細
こま

か

く刻
きざ

み，干
ほ

したものをごはんに振
ふ

りかけて食
た

べていたようです

が，現在
げんざい

のようなふりかけは，大正時代か
たいしょうじだい

ら昭和
しょうわ

時代
じ だい

の初
はじ

め頃
ごろ

にかけて，日本
にほん

の各地
か く ち

の企業
きぎょう

が美味
お い

しさと滋養
じ よ う

を目的
もくてき

として考
こう

案
あん

されたと言
い

われています。また，今日
き ょ う

５月
がつ

６日
か

は，ふりかけ

の元祖
がんそ

とされている熊本県
くまもとけん

の薬剤師
やくざいし

の吉丸氏
よしまるし

の誕生日
たんじょうび

にちなん

で「ふりかけの日
ひ

」と登録
とうろく

されています。

五
月
七
日
（
金
）

〇郷土
き ょ う ど

の味
あ じ

「沖縄県
おきなわけん

」

　今日
き ょ う

は，沖縄県
おきなわけん

でよく食
た

べられている料理
りょうり

や食材
しょくざい

を使
つか

った給
きゅう

食
しょく

です。チャンプルーは，沖縄県
おきなわけん

の方言
ほうげん

で「混
ま

ぜこぜにしたも

の」というような意味
い み

で，野菜
やさい

や豆腐
と う ふ

に限
かぎ

らず，さまざまな食
しょく

材
ざい

を炒
いた

め合
あ

わせた料理
りょうり

です。　もずくは，沖縄県
おきなわけん

で盛
さか

んに養殖
ようしょく

している海藻
かいそう

で，酢
す

の物
もの

や天
てん

ぷら，そして，今回
こんかい

のように汁物
しるもの

にして食
た

べることが多
おお

いです。また，紫
むらさき

いももたくさん栽培
さいばい

さ

れています。

ごはん
もずく

スープ

とりにくと

もやしの

チャンプルー

ちぐさあえ

ぎゅうにゅう

むらさきいもチップス

ごはん べっこうに

ぎゅうにゅう

ひじきふりかけ




